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発行者　北名古屋市国際交流協会
〒481-8531  北名古屋市役所（西庁舎３階）
TEL 0568-22-1111（内線2376）　　　　　

　北名古屋市国際交流協会では、「韓国
フェア」を次のように開催します。

　「韓国フェア」は、北名古屋市と務安郡
（韓国全羅南道）が７月９日に友好都市提
携を結んだことを記念して行うもので、
楽しくやさしく、韓国の観光文化や暮ら
しと、友好都市「務安郡」を紹介します。

　フェアの内容は、次のページをごらん
ください。

主催

協力
　

後援

開催日時
　

会　　場

北名古屋市国際交流協会
北名古屋市、韓国全羅南道務安郡、　　
在日本大韓民国民団愛知県新西支部
駐名古屋大韓民国総領事館、韓国観光
公社、中日新聞社、尾張中央タイムズ社

平成20年11月16日（日）
10時～ 15時

北名古屋市文化勤労会館

11月16日（日）は   　　　　　へどうぞ。
韓国、そして 友好都市 務安郡 を知ってください。

ム ア ン グ ン



２

★生活にふれてみる

★童話本をみる

★伝承遊びに挑戦！

★伝統衣装を着て、パチリ！

★トックク（韓国式お雑煮）を食す  

★韓国舞踊をみる  サムルノリ・農楽など４種

★韓流ドラマ、観光、文化を知る

★海も山も川もある務安郡。広い、のどか、急発展を知る

　　　（似ているようで似ていない生活道具）

  （よく似た話もそうでない話も）

　　  ユンノリ（韓国双六）、チェギチャギ、韓国折り紙

韓流スターの

　等身大パネル
と

　　　　　　パ
チリ！

○×クイズに答えて、賞品をゲット！
（午前・午後）

開催日時
　

会　　場

平成20年11月16日（日）
10時～ 15時
北名古屋市文化勤労会館

Topics & information

「韓国」を知ろう！ 「友好　都市  務安郡」 はこんなまち

抽選で100名様に「務安郡特産海苔」を差し上げます。

ム ア ン グ ン
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★韓国の雑貨販売

★務安郡特産品直売

★韓流スターグッズ

泥パック化粧品、携帯ストラップ、キーホルダー、人形など

白蓮茶ティーパック、白蓮茶道具セット、白蓮海苔、白蓮焼き塩、
ジャミウォン（紫サツマイモ飲料）など

「
サ
ラ
ゴ
サ
万
博
こ
ど
も
た
ち
の
絵
画
展
」

　
　
万
博
大
賞
に
北
名
古
屋
市
の
綿
内
百
香
さ
ん

Topics & information

　

今
年
６
月
14
日
か
ら
３
か
月
間
、
ス
ペ
イ
ン

の
サ
ラ
ゴ
サ
市
で
開
催
さ
れ
た
国
際
博
覧
会
に

合
わ
せ
て
、「
水
の
あ
る
風
景
」
を
テ
ー
マ
に

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人「
ド
リ
ー
ム
・
コ
ン
プ
レ
ッ
ク
ス
」

が
行
っ
た
「
子
供
た
ち
の
絵
画
募
集
」
で
、
国

内
外
の
応
募
作
品
６
，
４
７
１
点
の
中
か
ら
北

名
古
屋
市
の
綿
内
百
香
さ
ん
の
作
品
が
最
高
賞

「
サ
ラ
ゴ
サ
万
博
大
賞
」
に
選
ば
れ
、
サ
ラ
ゴ

サ
市
内
で
他
の
優
秀
作
品
と
と
も
に
展
示
さ
れ

ま
し
た
。

　

こ
の
絵
画
募
集
で
は
、
市
国
際
交
流
協
会
が

窓
口
と
な
り
、
市
内
の
小
中
学
校
の
ご
協
力
を

い
た
だ
い
て
、
２
６
８
点
を
集
め
応
募
し
ま
し

た
が
、大
賞
の
ほ
か
、万
博
テ
ー
マ
賞
、特
選
、

優
秀
賞
な
ど
に
数
多
く
入
賞
し
ま
し
た
。
特
選

以
上
の
入
賞
者（
関
係
分
・
学
年
は
応
募
時
の
平

成
20
年
１
月
31
日
現
在
）は
次
の
と
お
り
で
す
。

サ
ラ
ゴ
サ
万
博
大
賞

綿
内
百
香（
天
神
中
３
）

サ
ラ
ゴ
サ
万
博
テ
ー
マ
賞

太
田
裕
哉（
師
勝
南
小
２
）、冨
永
和
輝（
西

春
中
２
）、
平
松
大
輔（
西
春
小
２
）

特　

選澁
木
美
邦（
師
勝
北
小
１
）、安
田
亘
希（
鴨

田
小
２
）、
山
内
絢
葉（
師
勝
西
小
２
）、

堀
越
愛
紗（
西
春
小
５
）、
山
下
弘
将（
師

勝
南
小
６
）、
後
藤
樹
奈（
天
神
中
１
）、

鈴
木
祐
香
子（
西
春
中
１
）、
伊
藤
佐
弥
香

（
訓
原
中
２
）　

「韓国」を知ろう！ 「友好　都市  務安郡」 はこんなまち

商品はイメージで実際と異なる場合があります。
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Topics & information

国際交流私たちの ②

太
鼓
を
通
じ
て
国
際
交
流

　

本
市
を
拠
点
に
活
動
す
る
師
勝
太
鼓「
鼓
っ

つ
」
は
、
海
外
に
も
進
出
し
て
い
ま
す
。
昨

年
12
月
29
日
に
は
、
Ｉ
Ｖ
Ｏ
（
国
際
民
間
文

化
芸
術
交
流
協
会
）
Ｊ
Ａ
Ｐ
Ａ
Ｎ
の
推
薦
に

よ
り
、マ
レ
ー
シ
ア
の
首
都
ク
ワ
ラ
ル
ン
プ
ー

ル
市
の
独
立
記
念
広
場
で
行
わ
れ
た
第
1
回

世
界
ド
ラ
ム
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
に
参
加
す
る

こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
Ｉ
Ｖ
Ｏ
は
、
舞
台
公

演
、
民
族
文
化
の
展
示
、
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ

な
ど
で
文
化
交
流
を
積
極
的
に
推
進
し
、
Ｕ

Ｎ
Ｅ
Ｓ
Ｃ
Ｏ
の
「
世
界
平
和
へ
の
貢
献
」
に

参
与
す
る
こ
と
を
目
標
に
し
て
い
る
民
間
の

国
際
協
力
機
構
で
す
。

　

フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
で
は
、「
木
津
太
鼓
」

を
演
奏
、
大
好

評
で
し
た
。フ
ィ

ナ
ー
レ
で
は
、

各
国
と
も
す
ば

ら
し
い
衣
装
で

ス
テ
ー
ジ
に
立

ち
、
感
動
的
な

シ
ー
ン
が
繰
り

広
げ
ら
れ
ま
し

た
。
行
事
の
合

間
に
は
、
ク
ワ

ラ
ル
ン
プ
ー
ル

市
を
表
敬
訪
問

し
、
サ
ル
レ
副

市
長
に
面
会
し
、

長
瀬
市
長
か
ら

託
さ
れ
た
友
好

の
メ
ッ
セ
ー
ジ

を
手
渡
す
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
市
庁
舎
で

は
篠
笛
と
太
鼓
で
「
さ
く
ら
さ
く
ら
」
を
演

奏
、
盆
踊
り
で
は
副
市
長
も
輪
の
中
に
入
っ

て
踊
っ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

滞
在
中
、「
鼓
っ
つ
」
の
11
人
の
メ
ン
バ
ー

は
、
太
鼓
や
篠
笛
、
き
も
の
、
お
り
が
み
、

伝
統
遊
び
な
ど
を
通
し
て
、
現
地
や
参
加
各

国
の
方
々
と
笑
顔
で
交
流
を
重
ね
、「
あ
り

が
と
う
、こ
ん
に
ち
は
」
の
日
本
語
も
出
て
、

す
ば
ら
し
い
体
験
を
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し

た
。
マ
レ
ー
シ
ア
の
皆
さ
ん
に
は
滞
在
中
か

ら
出
発
ま
で
親
切
に
お
世
話
い
た
だ
き
、
感

謝
で
い
っ
ぱ
い
で
す
。（

鼓
っ
つ
・
佐
藤
要
）

再
び
ジ
ョ
ン
・
ギ
ャ
ス
ラ
イ
ト
さ
ん
が
や
っ

て
き
ま
す
！
こ
の
機
会
を
お
見
逃
し
な
く
。

　
と
き
・
と
こ
ろ

①
平
成
21
年
２
月
７
日（
土
）13
時
半
か
ら
15
時

　

文
化
勤
労
会
館　

小
ホ
ー
ル

②
平
成
21
年
２
月
21
日（
土
）13
時
半
か
ら
15
時

　

も
え
の
丘　

ふ
れ
あ
い
健
康
ル
ー
ム

※
２
回
と
も
出
席
し
て
く
だ
さ
い

対　

象　

市
内
在
住
・
在
勤
の
方

内　

容　

実
践
的
な
外
国
人
と
の
つ
き
あ
い
方
な
ど

講　

師　

ジ
ョ
ン
・
ギ
ャ
ス
ラ
イ
ト
氏

受
講
料　

無
料

定　

員　

70
名（
一
般
40
名
、
会
員
30
名
）

申
し
込
み　

平
成
21
年
１
月
９
日（
金
）ま
で（
当

日
消
印
有
効
）に
、郵
便
は
が
き
に
住
所
、氏
名
、

電
話
番
号
、
会
員
・
非
会
員
の
別
を
明
記
の
上
、

左
記
ま
で
お
送
り
く
だ
さ
い
。
な
お
、
応
募
者

が
定
員
を
超
え
る
と
き
は
抽
選
と
な
り
ま
す
。

結
果
は
後
日
通
知
し
ま
す
。

〒
４
８
１
‐
８
５
３
１

北
名
古
屋
市
役
所
西
庁
舎
内

北
名
古
屋
市
国
際
交
流
協
会   

国
際
理
解
講
座
係

国
際
理
解
講
座  

受
講
者
募
集

　1962年アメリカ・オレゴ
ン州生まれ、南山大学経営
学部、名古屋大学大学院生
命農学研究科を卒業。農学
博士。エコロジスト、ツリー
クライマーとしてテレビ・
ラジオ番組に出演。現在瀬
戸市に廃材の味噌樽を利用
して建てた家とツリーハウ
スを造り、自然の中での子
育てに挑戦中。

ジョン・ギャスライトさん


